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Utilizing Poetry for Japanese Language Education
─　Reviewing my teaching practice at Darma Persada University in Indonesia　─
Naoaki Tai
Abstract: In this paper, the author reports his teaching practice of Japanese language and 
literature at the University of Darma Persada in Jakarta, Indonesia. Going along with the theory 
and practice of Critical Content-Based Instruction (CCBI), the author is seeking a way to utilize 
Japanese poetry in order to enhance not only the learners’ understanding of Japanese language 
itself, but also their critical thinking and mutual understanding among diff erent cultures.





































と Academic English の違いが，繰り返し強調され，
教養課程の二年間において学生が受講する様々な分野
の入門的な知識（内容）を習得すると同時に，内容学




























































































































































































































































































































































































































































































































































てさせておいたリサーチにおける質問 <2> と <5> に
戻って議論ができた。一九三〇年代から七〇年代の日
本で女性が社会の第一線で働くとはどういうことで
あったのか，などという歴史的，社会的な事情も踏ま
えた日本像を学生たちと分かち合うことができた。そ
して，インドネシアでは女性の社会進出についてはど
うなっているのかなどと，彼ら側にある物語を考えさ
せることにもつながった。
　教師による指導・導きに大きく頼ることなく自律的
に学習・思考していく力を養う目的においては，先の
事前リサーチ課題が大いに役立ったと思う。一九二三
年の関東大震災について自ら情報を得た学生たちに
は，石垣りんの年表と重ね合わせてその情報吟味させ
た。すると大抵の学生は，石垣りんはまだ子どもだっ
たということに気がつく。さすがにその震災で当時幼
子であった詩人の母親が大怪我を負いすぐ後に亡く
なってしまったという事実まで自らの力で調査した学
生はいなかったが，それを補足説明し，石垣りんとい
う詩人の人格形成や世界観にどんな影響があったのだ
ろうかと問いを立てた。すると，彼ら自身がまたその
問いに対して自ら考え始めるという具合で，必要最低
限の手助けと自ら思考し回答を出すというサイクルを
作り，授業を展開した。これに対しても，「お母さん
がいなくなって，寂しかったけど，頑張らなくちゃと
思った」などというような回答が寄せられたので，詩
を用いて思考力を刺激していく，自分から見て異世界
にある事柄と自分を関連付けさせていくという教育目
標は達成されていると一定の評価はできるのではない
かと感じている。
５．まとめ
　プルサダ大で実践してきた詩を用いた日本語教育を
反省的に振り返ってみたが，言語能力，批判的思考力
や相互理解力を育もうとする試みのなかで，詩教材が
効果的に用いられるのだという可能性は提示できたと
思う。詩には楽しみながら言語学習の基礎となる音や
語彙の学習，またその言語が根差す文化理解につなが
る素材が多くちりばめられている。そして，入門的な
言語教育を推進するのみならず，政治，社会，歴史，
文化等々人間の営み全般にわたる題材を提供できる。
また，言語的な技術が駆使され言葉巧みに紡がれる詩
は，言語学習者に最良の教材となると主張したい。
　詩が人間の生活や活動そのものから溢れ出る言葉に
よる感情や思想の表出であるが故に，教材としての詩
は，無尽蔵に学習テーマを提供し，言葉の持つ豊かさ
をいかんなく学習者に提供することができるのではな
いか。つまり，教材として用いる詩の選出の仕方次第
で，教師は教えたいテーマを自由自在に設定すること
ができ，達成しようと願う教育目標をより効果的に実
現していく術を持てるのではないだろうか。批判的思
考力を備えた自律学習者を育成し，相互理解力を有す
る人材の輩出という高等教育の目的のひとつを考える
とき，高等教育における日本語教育者として，詩の持
つ可能性に掛けてみたい。
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